
NO.110（11） 日 高 市 議 会 だ よ り
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２
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高
市
環
境
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本
計
画
に

つ
い
て
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問　

近
年
、
地
球
温
暖
化
や

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
な

ど
の
環
境
問
題
が
深
刻
さ
を

増
し
、
私
達
の
世
代
は
、
生

命
の
存
続
に
関
わ
る
状
況
に

ま
で
あ
る
こ
と
が
否
定
で
き

な
い
。
環
境
問
題
は
、
私
達

全
員
の
暮
ら
し
方
に
よ
る
問

題
で
あ
り
、
全
て
の
自
治
体

が
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
第
２
次
日
高
市
環
境

基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

主
な
課
題
認
識
と
目
標
値
は
。

答　

近
年
の
異
常
気
象
を
鑑

み
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
係

る
自
然
環
境
の
保
全
は
最
も

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の

目
標
値
は
検
証
中
だ
が
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ

ロ
を
達
成
す
る
た
め
に
具
体

的
な
方
策
を
検
討
す
る
。

　
�

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
問　

太
陽
光
発
電
と
い
う
と
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
と
森
林
の
保
全
を
天
秤
に

か
け
る
議
論
を
よ
く
聞
く
が
、

立
地
を
考
慮
し
た
発
電
方
法

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

十
分
に
自
然
と
調
和
し
な
が

ら
必
要
電
力
を
確
保
で
き
る

こ
と
が
公
的
に
試
算
さ
れ
て

い
る
。
市
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

答　

環
境
の
保
全
を
図
り
な

が
ら
、
適
所
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

日
高
市
は
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
が
県

内
５
位
で
あ
り
、

市
内
大
規
模
工
場

が
要
因
の
一
つ
と

さ
れ
る
が
、
当
該

工
場
を
地
球
温
暖

化
対
策
と
相
反
す

る
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
強
み
と
し
、

本
市
な
ら
で
は
の
温
暖
化
対

策
を
設
計
す
べ
き
で
は
。

答　

当
該
工
場
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
係
る
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子
を
策
定

し
、
令
和
４
年
に
は
、
廃
熱

を
利
用
し
た
発
電
設
備
を
稼

働
す
る
予
定
で
あ
る
。
当
該

工
場
と
連
携
を
密
に
し
、
循

環
型
社
会
の
構
築
を
推
進
し

て
い
く
。

　
�

学
校
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備

に
お
け
る
電
磁
波
対
策
に

つ
い
て

問　

電
磁
波
に
よ
る
子
ど
も

の
脳
や
身
体
の
発
達
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
電
磁
波

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
精
神
不

安
、
低
体
温
等
の
要
因
に
な

る
と
考
え
る
が
、
電
波
の
発

信
源
と
の
距
離
を
取
る
こ
と

や
非
使
用
時
に
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
こ
と
な
ど
、
暴
露
時
間

を
減
ら
す
工
夫
が
必
要
で
は
。

答　

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の

位
置
の
検
討
や
非
使
用
時
に

お
け
る
停
止
な
ど
に
つ
い
て

配
慮
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合

の
検
査
手
順
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

く
の
か
。

答　

相
談
に
よ
っ
て
感
染
の

疑
い
が
み
ら
れ
た
場
合
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
通

じ
て
の
行
政
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
こ

の
場
合
に
は
、
検
査
費
用
が

か
か
ら
な
い
。
な
お
、
検
査

の
方
法
に
つ
い
て
は
研
究
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
最
新
の

情
報
を
県
と
連
携
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
継
続
的
に

提
供
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　

日
高
市
で
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
一
部
で
は
、

感
染
者
や
そ
の
家
族
に
対
す

る
深
刻
な
差
別
や
中
傷
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。
感
染
は
誰

に
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で

あ
り
、
感
染
し
た
人
を
誹
謗

（
ひ
ぼ
う
）
中
傷
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
人
権
意
識
を
高

め
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
感

染
者
な
ど
の
人
権
を
も
守
る

た
め
の
方
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

感
染
事
例
の
公
表
に
あ

た
っ
て
は
、
個
人
が
特
定
さ

れ
な
い
よ
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

等
に
十
分
配
慮
し
て
行
っ
て

い
る
。
報
道
で
耳
に
す
る
よ

う
に
、
興
味
本
位
で
詮
索
を

し
、
不
当
な
偏
見
や
差
別
意

識
を
持
っ
て
嫌
が
ら
せ
を
す

る
な
ど
の
行
動
に
は
、
人
間

の
弱
さ
を
痛
感
す
る
。
恐
れ

る
べ
き
は
、
ウ
イ
ル
ス
で
あ

り
、
人
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
人
権
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
啓
発
し
て
い
る
が
、
万
一
、

こ
う
し
た
事
象
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
国
の
相
談
窓
口

と
連
携
し
な
が
ら
、
人
権
擁

護
委
員
の
活
動
等
を
通
じ
て

被
害
者
の
支
援
に
努
め
て
い

く
。

問　

人
権
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
、
今
後
の
人
権
啓
発
講
演

会
で
取
り
上
げ
る
こ
と
や
ポ

ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
す
る
こ
と
な
ど
、
啓
発

の
多
面
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
嫌
が
ら
せ
、
誹
謗
中
傷

な
ど
の
行
為
が
大
き
な
社
会

的
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
不

当
な
偏
見
や
差
別
意
識
が
無

く
な
っ
て
い
く
よ
う
人
権
啓

発
に
力
を
注
い
で
い
く
と
と

も
に
、
人
権
に
対
す
る
配
慮

が
広
が
る
よ
う
、
多
面
的
な

啓
発
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。


